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ー　

　
北
の
森
グ
リ
ー
ン
エ
ナ
ジ
ー
（北
海
道
上
川
郡
、
大
薮
吉
郁

＝

社
長
）は
、小
規
模
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
を
展
開
し
て
い

＝

る
。発
電
所
が
あ
る
上
川
郡
下
川
町
は
、木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
＝

を
早
く
か
ら
取
り
入
れ
、
学
校
や
病
院
、温
浴
施
設
、定
住
促
進

＝

住
宅
な
ど
の
公
共
施
設
向
け
で
熱
ボ
イ
ラ
ー
を
積
極
的
に
導
入
欄

し
た
地
。
町
を
挙
げ
て
化
石
燃
料
の
消
費
抑
制
と
Ｃ
０
２の
排
獅

出
削
減
に
結
び
付
け
て
い
る
が
、
町
の
中
心
部
か
ら
車
で
数
分
＝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

……

の
場
所
に
新
た
な
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
が
完
成
し
た
の
が
２
０
粥

１
８
年
だ
っ
た
。同
町
は
、熱
利
用
と
発
電
の
両
面
で
先
進
地
と
欄

し
て
注
目
を
集
め
た
が
、
後
発
だ
っ
た
発
電
事
業
の
方
は
ウ
ツ
ー

ド
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
で
燃
料
コ
ス
ト
が
上
昇
す
る
な
ど
し
て
旧
…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

……

運
営
会
社
が
２４
年
３
月
に
事
業
を
停
止
す
る
事
態
と
な
っ
た
。
……
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１国璽駆逐開園

１

　

７
年
に
設
立
し
た
北
海

道
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ

ー
は
三
井
物
産
が
設
立
し

た
特
別
目
的
会
社
で
、
後

に
北
海
道
電
力
が
出
資

し
、
出
資
比
率
は
三
井
物

産
８０
％
、
北
海
道
電
力
２０

％
と
な
っ
た
。

同
社
は
下
川
町
と
と
も

に
、
石
狩
郡
当
別
町
を
含

め
た
２
カ
所
で
小
規
模
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
・
ガ
ス
化

発
電
所
を
建
設
し
た
。
当

時
も
直
接
燃
焼
が
主
流
だ

っ
た
国
内
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
事
業
だ
が
、
よ
り

高
度
な
制
御
や
頻
繁
な
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
、
高
品
質
な

新
会
社
で
事
業
再
開
に
こ
ぎ
着
け
る

燃
料
が
求
め
ら
れ
る
小
規

模
ガ
ス
化
熱
電
併
給
施
設

で
活
路
を
見
い
だ
す
事
業

で
も
あ
っ
た
。

　

下
川
町
は
公
共
施
設
の

暖
房
用
や
キ
ノ
コ
栽
培
で

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
を

活
用
し
た
熱
利
用
を
積
極

的
に
導
入
し
て
き
た
自
治

体
で
、
化
石
燃
料
に
依
存

せ
ず
に
地
元
資
源
を
主
軸

に
置
い
た
熱
電
関
連
の
各

施
設
を
駆
使
し
、
将
来
ど

う
い
っ
た
街
づ
く
り
に
つ

な
げ
て
い
く
か
に
期
待
も

高
ま
っ
た
。

新
会
社
で
仕
切
り
直
し
に

大薮

　

社長

発
電
所
が

休
止
し
た
３

カ
月
後
の
昨

年
６
月
２８

日
、
北
海
道

バ
イ
オ
マ
ス

エ
ネ
ル
ギ
Ｔ

は
北
の
森
グ

リ
ー
ン
エ
ナ
ジ
ー
と
事
業

譲
渡
契
約
を
締
結
し
た
。

新
会
社
の
出
資
比
率

（議

決
権
べ
１
ス
）
は
三
洋
貿

易
と
下
川
運
輸
が
各
お
・

４
％
、
残
り
お
・
２
％
が

　　　　　　　　　

・ が は 比

　　　　　　　

＼

　　　

２ 各 三 率

　　　　　　

、

　　　　　　

－

　

％ ３３洋 （

　　

ー

　　　　　　　

‐コが

　

． 貿 議

　

　　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

、

　

＼＼

　　　　　　　　　

残
＼

　　　　

＼

　

‐

　　　　　

り
、 －－

　　　　　　　　　　　

３３

土
木
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業

な
ど
の
大
日
本
ダ
イ
ヤ
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
。
三
洋
貿

易
は
下
川
町
と
当
別
町
の

発
電
所
ヘ
ガ
ス
化
装
置
や

ペ
レ
ッ
ト
製
造
設
備
な
ど

を
納
品
し
て
い
た
か
か
わ

り
が
あ
る
。

　

Ｆ
工
Ｔ
認
定
の
新
会
社

へ
の
移
行
は
、
昨
年
１１
月
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下
旬
に
完
了
し
た
。
固
定

買
取
価
格
の
残
存
期
間
が

下
川
町
で
約
凶
年
、
当
別

町
が
１７
年
ほ
ど
と
な
る
。

こ
の
た
め
両
発
電
所
で
は

当
面
は
Ｆ
工
Ｔ
売
電
で
収

益
を
計
上
し
て
い
く
事
業

モ
デ
ル
を
継
続
す
る
方
針

だ
。下

川
町
の
施
設
は
発
電

出
力
１
８
１
５
期
・
熱
出

力
２
８
６
０
州
（小
型
ガ

ス
化
装
置
１１
台
連
結
）
、

当
別
町
が
同
９
９
７
州
・

同
１
５
６
０
酬
（同
６
台

連
結
）
で
、
下
川
町
の
熱

は
両
発
電
所
向
け
の
燃
料

と
な
る
木
質
ペ
レ
ッ
ト
製

造
で
全
量
活
用
す
る
。

三
洋
貿
易
に
よ
る
と
、

今
年
前
半
ま
で
は
設
備
機

器
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
オ

ベ
レ
ー
タ
ー
の
再
育
成
な

ど
に
追
わ
れ
た
。
木
質
ペ

レ
ッ
ト
生
産
量
も
従
来
規

模
ま
で
は
一戻
っ
て
お
ら

ず
、
「ま
だ
試
運
転
の
延

長
線
上
に
あ
る
」
（大
薮

社
長
）
と
位
置
付
け
て
い

る
。
た
だ
、
徐
々
に
軌
道

に
乗
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
発
電
所
の
稼
働
率
は

６
月
か
ら
８
割
水
準
に
引 ガス化装置を連結している下川発電所

き
上
げ
た
。

将
来
的
に
は
社
有
林
も

　

木
質
ペ
レ
ッ
ト
の
原
料

と
な
る
未
利
用
材
は
、
間

伐
材
や
森
林
整
備
計
画
で

伐
採
さ
れ
て
出
て
く
る
木

材
や
、
製
材
に
適
さ
な
い

Ｃ
、
Ｄ
材
な
ど
に
な
る
。

ダ
ム
支
障
木
や
枝
葉
な
ど

の
低
質
材
は
、
ガ
ス
化
発

電
で
は
ペ
レ
ッ
ト
の
品
質

が
重
要
視
さ
れ
る
た
め
利

用
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
新
会
社
に
な
っ

て
こ
れ
ら
未
利
用
材
を
地

ドイ、ン フリレク 、ノレトαつフうりこイヒ京医－雲技

１８日まで

ヤナギほかの採取企業募集
木曽川上流河川事務所

Ｌ
売
主
体
で
集
荷
に
力
を
入

　

れ
て
い
る
。
以
前
の
取
引

先
の
ほ
か
、
地
元
素
材
生

産
業
者
か
ら
手
当
て
し
て

お
り
、
下
川
運
輸
や
出
資

し
た
５
社

（議
決
権
な

し
）
の
な
か
で
地
元
素
材

生
産
業
者
も
加
わ
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
地
元
の
木
質

原
料
供
給
者
と
密
接
に
連

携
す
る
こ
と
が
新
会
社
の

特
徴
で
も
あ
り
、
地
場
密

着
型
で
年
間
１
万
３
０
０

０
立
方
材

（
ペ
レ
ッ
ト
生

産
量
は
同
１
万
トン
）
の
未

利
用
材
を
集
荷
す
る
。

　

集
荷
範
囲
は
発
電
所
か

ら
１
０
０
キロ圏
内
と
以
前

よ
り
範
囲
を
広
げ
て
い
る

が
、
足
元
の
木
材
需
給
は

住
宅
向
け
の
失
速
で
燃
料

用
材
の
供
給
量
も
伸
び
づ

ら
く
な
つ
て
い
る
。

「チ

ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば

（
ペ
レ

ッ
ト
原
料
と
な
る
）
木
材

を
買
っ
て
在
庫
を
増
や
し

た
い
」
（大
薮
社
長
）
と

述
べ
る
が
、
下
川
運
輸
ら

の
尽
力
も
あ
っ
て
当
初
の

想
定
以
上
に
入
荷
量
は
ま

と
ま
っ
て
い
る
。

　

同
社
は
現
在
、
未
利
用

材
在
庫
を
約
８
０
０
０
立

方
緒
ま
で
積
み
上
げ
て
い

る
。
下
川
町
発
電
所
の
約

半
年
分
の
消
費
量
を
抱
え

て
い
る
が
、
旧
運
営
会
社

か
ら
引
き
継
い
だ
在
庫
も

あ
り
、
今
夏
か
ら
材
が
す

べ
て
入
れ
替
わ
る
と
み
て

い
る
。

　

Ｆ
工
Ｔ
認
定
発
電
所
の

宿
命
だ
が
、
生
み
出
し
た

電
力
の
売
電
価
格
は
固
定

価
格
で
、
さ
ら
に
運
転
資

金
の
絡
み
で
調
達
で
き
る

木
材
価
格
も
ど
う
し
て
も

青
天
井
と
い
う
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
同
社
で
も
発

電
所
の
安
定
稼
働
と
木
質

ペ
レ
ッ
ト
生
産
量
を
見
極

め
な
が
ら
、

「仕
入
れ
る

木
材
の
価
格
と
数
量
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
難
し
い
」

（同
）
と
も
指
摘
し
て
い

る
。こ

の
対
応
策
と
し
て

は
、
い
ず
れ
社
有
林
を
持

っ
て
自
社
材
と
買
材
の
双

方
で
燃
料
入
荷
量
を
調
整

で
き
る
機
能
を
考
え
て
い

る
。
さ
ら
に
、
伐
っ
て
使

う
だ
け
で
な
く
、
し
っ
か

り
と
再
造
林
ま
で
実
施
し

て
持
続
的
な
木
質
資
源
を

確
保
す
る
こ
と
が
重
要
と

い
う
考
え
も
あ
り
、
循
環

社
会
を
構
築
す
る
一
環
と

し
て
事
業
を
成
り
立
た
せ

た
い
と
し
て
い
る
。

固
定
買
取
期
間
の
終
了
後

　

地
元
の
下
川
町
と
当
別

町
は
発
電
所
の
存
続
を
希

望
し
て
お
り
、
ま
ず
は
燃

料
を
安
定
的
に
集
め
、
フ

ル
稼
働
し
て
い
く
こ
と
が

当
面
の
目
標
に
な
る
。
た

だ
、
当
別
町
の
施
設
を
ど

う
活
用
す
る
か
は
未
定

で
、‐少
な
く
と
も
従
来
の

よ
う
に
下
川
町
で
木
質
ペ

レ
ッ
ト
を
生
産
し
て
輸
送

す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。
近
揚
で
木
質
ペ
レ
ッ

ト
を
調
達
で
き
る
か
を
模

索
し
て
い
る
。

　

な
お
、
両
発
電
所
の
Ｆ

工
Ｔ
終
了
後
に
つ
い
て

は
、
地
元
自
治
体
な
ど
地

域
の
意
向
を
大
事
に
し
て

取
り
組
む
が
、
約
１５
年
後

の
電
力
需
給
状
況
は
見
通

し
づ
ら
い
。
現
時
点
で

は
、
Ｐ
Ｐ
Ａ

（電
力
購
入

契
約
）
で
グ
リ
ー
ン
電
力

の
価
値
を
認
め
る
購
入
者

に
販
売
し
た
り
、
Ｆ
工
Ｔ

で
売
電
し
な
く
な
れ
ば
未

利
用
材
と
い
う
原
料
の
縛

り
が
な
く
な
る
た
め
に
製

材
端
材
な
ど
で
運
営
し
た

り
す
る
こ
と
も
想
定
し
て

い
る
。

　　　　　　　

．

地
元
自
治
体
と
協
力
し

て
地
域
電
力
と
し
て
供
給

す
る
こ
と
も
検
討
す
る

が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
Ｆ

工
Ｔ
の
売
電
期
間
が
終
わ

る
前
ま
で
に
決
め
る
方

針
。
現
在
は
選
択
肢
を
可

能
な
限
り
広
げ
て
再
エ
ネ

電
力
が
最
大
限
評
価
さ
れ

る
よ
う
な
事
業
で
継
続
す

る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

じ
ｋ
デ
ー
ト
Ｌ
ぼ
ト
ト
封
じ
」ｒ
Ｌ
↑
辞
い
いｉ
Ｅな
、寒
訊
舘

焼
却
処
分
費
用
削
減
や
資
源
の
有
効
活
用
に
つ
な
げ
る

　

国
土
交
通

省
中
部
地
方

整
備
局
木
曽

川
上
流
河
川

事
務
所
（岐

阜
市
）
は
、

管
内
河
道
内

（河
川
敷
）

樹
木
の
採
取

を
希
望
す
る

企
業
・
団
体

を
募
集
し
て

い
る
。
９
月

か
ら
年
度
末
に
か
け
て
河

道
内
で
伐
採
を
予
定
す
る

樹
木
を
企
業
や
団
体
に
引

き
渡
し
、
焼
却
処
分
費
用

削
減
や
資
源
の
有
効
活
用

に
つ
な
げ
る
。
２
０
２
４

年
度
採
取
実
績
は
４
社
分

約
３
８
０
０
ゾ
で
、
製
紙

や
木
質
繊
維
ボ
ー
ド
、
た

い
肥
の
原
料
、
菌
床
用
お

が
粉
、
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料

な
ど
に
活
用
さ
れ
た
。
街

年
度
は
、
前
年
度
を
上
回

る
採
取
量
を
計
画
し
て
い

る
。同

事
務
所
は
岐
阜
県
内

の
木
曽
三
川

（木
曽
川
、

長
良
川
、
揖
斐
川
）
及
び

支
川
の
約
１
７
０
キロを
管

轄
と
す
る
。
こ
の
取
り
組

み
は
篇
年
に
試
行
が
始
ま

り
、

２２
～
２４
年
度
は
愛
知

県
や
岐
阜
県
の
計
９
企
業

　　，謝、“

に
よ
る
２
６
０
０
～
４
３

９
０
トン
の
採
取
実
績
が
あ

る
。
伐
採
樹
木
を
安
定
確

保
す
る
べ
く
毎
年
申
請
す

る
企
業
も
あ
り
、
樹
種
は

繁
殖
力
が
強
い
ヤ
ナ
ギ
、

乾
燥
さ
せ
る
と
燃
え
や
す

い
性
質
を
持
つ
ニ
セ
ア
カ

シ
ア

（
ハ
リ
エ
ン
ジ
ュ
）

ほ
か
だ
。

自
然
発
生
し
た
河
道
内

樹
林
の
増
加
は
、
河
積

（か
せ
き
／
河
川
横
断
面

に
お
け
る
水
の
占
め
る
面

積
）
を
阻
害
し
、
堤
防
か

ら
水
面
を
見
渡
せ
な
く
な

る
な
ど
安
全
確
保
に
支
障

を
き
た
す
。

１３
年
以
前
か

ら
も
薪
ス
ト
ー
ブ
な
ど
に

利
用
す
る
一
般
向
け
に
河

道
内
樹
木
を
無
償
配
布
し

て
い
る
が
、
少
量
で
手
間

が
煩
雑
な
こ
と
も
あ
り
、

さ
ら
な
る
コ
ス
ト
削
減
を

目
的
に
公
募
形
式
で
の
民

間
事
業
者
に
よ
る
樹
木
採

取
も
継
続
し
て
い
る
。
営

利
目
的
の
民
間
事
業
者
の

採
取
が
可
能
に
な
る
よ

う
、
河
川
法
第
２５
条
を
適

用
。
公
募
選
定
さ
れ
た
事

業
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
申

請
し
た
仮
置
き
場
所
（２５

年
度
は
各
務
原
、
岐
阜
市

ほ
か
８
カ
所
）
で
樹
木
を

積
み
込
み
、
運
搬
す
る
。

鞠
酒
精
一
な
ぉ

公
募

程＃糟
一瞬
き
選
定
事
業
者

》瀞
艶
拳

の
採
取
に
係

Ｆ緒

筆藍
縛
る
費
用
負
担

、為
楓
弔辞
鰍
は
な
い
。

闘
挑
響
諸

　

公
募
期
間

詩
‐鰹
一転
納
は
１８
日
ま

器
総
縦
棺曙ぜ
で
。
詳
細
な

鞭
灘
窯
耕
一・
ど
問
い
合
わ

せ
は
同
事
務

所
管
理
課
維

持
係
（電
話

０
５
８
・
２

５
１
・
１
３

２
５
）ま
で
。
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